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巻
　頭
　言

第
七
五
回
日
本
東
洋
医
学
会
学
術
総
会

日
本
東
洋
医
学
会
・
日
本
医
史
学
会
・
東
亜
医
学
協
会
合
同

「
浅
田
宗
伯
没
一
三
〇
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
つ
い
て

渡
辺
産
婦
人
科

　渡

　辺

　浩

　二

　
浅
田
宗
伯
は
「
良
医
に
し
て
良
相
」、「
栗
園
の
前
に
栗
園
な

く
、
栗
園
の
後
に
栗
園
な
し
」
な
ど
と
称
賛
、
絶
賛
さ
れ
、
そ
の

著
述
八
〇
部
二
〇
〇
巻
を
後
世
に
遺
し（
１
）、『

勿
誤
薬
室
方
函
口
訣
』

『
橘
窓
書
影
』
を
は
じ
め
と
し
て
今
に
続
く
漢
方
の
礎
を
築
い
た

明
治
漢
方
最
後
の
巨
頭
で
あ
る
。

　
文
化
一
二
（
１
８
１
５
）
年
、
浅
田
宗
伯
は
信
濃
国
筑
摩
郡
栗

林
村
（
現
松
本
市
島
立
）
に
生
ま
れ
る
。
医
を
京
都
の
中
西
・
吉

益
・
川
越
ら
古
方
派
の
塾
で
学
び
、
猪
飼
敬
所
・
頼
山
陽
に
文
を

学
ん
だ
。
江
戸
で
名
医
名
儒
と
交
わ
り
、
臨
床
医
と
し
て
名
声
を

博
し
、
慶
応
二
（
１
８
６
６
）
年
将
軍
家
茂
の
奥
医
師
法
眼
、
明

治
十
二
（
１
８
７
９
）
年
明
宮
嘉
仁
親
王
（
大
正
天
皇
）
の
尚
薬

侍
医
と
な
り
そ
の
危
機
を
決
死
の
覚
悟
に
て
救
い
、
幕
末
か
ら
明

治
に
か
け
そ
の
臨
床
的
手
腕
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た（
２
）。

ま
た
家
塾

「
勿
誤
薬
室
」
で
は
脈
病
証
治
四
課
の
教
科
本
（『
脈
法
私
言
』『
傷

寒
弁
要
』『
雑
病
弁
要
』『
傷
寒
雑
病
弁
証
』『
古
方
薬
議
』『
傷
寒
翼

方
』『
雑
病
翼
方
』）
を
揃
え
後
進
を
大
い
に
育
成
し
た
。
幕
府
瓦

解
後
明
治
政
府
が
西
洋
医
学
に
舵
を
切
り
、
漢
方
が
そ
の
存
続
の

危
機
に
陥
る
な
か
、
温
知
社
運
動
の
先
頭
に
立
ち
、
漢
方
復
権
を

念
願
と
し
た
が
、「
わ
が
歿
後
五
十
年
に
し
て
必
ず
古
に
復
る（
３
）」

と
の
言
葉
を
残
し
明
治
二
十
七
（
１
８
９
４
）
年
三
月
十
六
日
惜

し
ま
れ
つ
つ
没
し
た
。
今
年
は
栗
園
浅
田
宗
伯
翁
没
後
一
三
〇
周

年
、
来
る
六
月
十
八
日
（
旧
暦
五
月
二
十
三
日
）
は
、
浅
田
宗
伯

生
誕
二
一
〇
年
に
あ
た
る
。
こ
の
記
念
の
年
に
第
七
五
回
日
本
東

洋
医
学
会
学
術
総
会
に
お
い
て
、
日
本
東
洋
医
学
会
・
日
本
医
史

学
会
・
東
亜
医
学
協
会
合
同
の
「
浅
田
宗
伯
没
一
三
〇
年
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
挙
行
さ
れ
る
。
浅
田
宗
伯
没
し
て
一
三
〇
年
、

い
ま
の
漢
方
の
隆
盛
を
宗
伯
は
ど
う
み
る
で
あ
ろ
う
。

　
遡
る
こ
と
三
十
五
年
前
（
平
成
二
（
１
９
９
０
）
年
五
月
二
十

日
）、
長
谷
川
弥
人
先
生
の
発
議
に
基
き
、
同
じ
く
、
日
本
東
洋

医
学
会
、
日
本
医
史
学
会
と
東
亜
医
学
協
会
三
者
後
援
に
よ
り
、

「
浅
田
宗
伯
生
誕
一
七
五
年
祭
」
が
順
天
堂
有
山
記
念
講
堂
で
催

さ
れ
た
。
記
念
祭
で
は
長
谷
川
弥
人
、
坂
口
弘
、
矢
数
道
明
各
先

生
の
記
念
講
演
と
宗
伯
翁
の
掛
け
軸
な
ど
展
示
会
も
同
時
に
催
さ

れ
た
。
矢
数
道
明
先
生
は
記
念
祭
後
「
い
ま
漢
方
医
学
は
翁
の
予

言
の
如
く
、
国
際
医
学
と
し
て
復
活
せ
ん
と
し
て
い
る
」
と
浅
田
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宗
伯
没
後
の
漢
方
医
界
の
隆
盛
を
体
現
し
た
者
と
し
て
報
告
し
て

い
る
。
当
時
記
念
祭
に
参
加
さ
れ
た
先
生
方
も
多
く
が
鬼
籍
に
入

ら
れ
た
。
宗
伯
翁
と
漢
方
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　
浅
田
宗
伯
に
限
ら
ず
、
先
人
の
遺
徳
顕
彰
に
ど
の
よ
う
な
意
味

が
あ
ろ
う
。
か
つ
て
浅
田
宗
伯
直
門
木
村
博
昭
嗣
子
長
久
は
、
漢

方
を
歴
史
的
に
二
つ
の
形
態
に
分
類
し
た（
４
）。

西
洋
医
学
を
学
び
そ

の
上
に
漢
方
を
学
ぶ
、
我
々
が
経
験
し
て
い
る
漢
方
と
西
洋
医
学

的
知
識
の
入
る
以
前
の
古
い
形
態
の
漢
方
で
あ
る
。
両
者
の
違
い

は
何
か
、
木
村
長
久
は
「
そ
の
内
容
に
於
い
て
は
格
段
の
相
違
は

な
い
と
思
ひ
ま
す
が
、
説
明
、
表
現
の
方
法
に
於
て
姿
が
違
ふ
べ

き
で
あ
ら
う
」
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
浅
田
宗
伯
こ
そ
は
「
古

い
形
態
の
漢
方
に
於
け
る
最
後
の
巨
人
で
あ
り
、
そ
し
て
古
い
漢

方
の
総
決
算
を
つ
け
て
、
来
る
べ
き
新
し
き
形
態
の
漢
方
へ
バ
ト

ン
を
渡
し
た
人
」
と
讃
え
た
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

我
々
は
こ
の
膨
大
な
遺
徳
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
正
し
く
古

い
漢
方
を
礎
と
し
て
、
新
し
い
漢
方
を
そ
の
礎
に
根
ざ
す
作
業
を

先
達
か
ら
学
び
後
世
に
継
ぐ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
昭
和
十
三
（
１
９

３
８
）
年
に
設
立
さ
れ
た
当
協
会
の
活
動
方
針
に
「
先
人
の
業
績

の
発
掘
と
顕
彰
」
が
あ
る
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
継
承
発
展
の

要
を
時
に
触
れ
発
掘
し
、
い
ま
我
々
が
漢
方
の
奥
義
に
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
喜
び
を
先
人
に
感
謝
す
る
機
会
と
な
ろ
う
。

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
は
、
浅
田
宗
伯
翁
の
事
蹟
を
渡
辺

が
担
当
し
、
文
苑
を
町
泉
寿
郎
先
生
（
二
松
学
舎
大
学
文
学
部
教

授
）、
薬
方
を
鈴
木
達
彦
先
生
（
帝
京
平
成
大
学
薬
学
部
准
教
授
）、

臨
床
を
花
輪
壽
彦
先
生
（
北
里
大
学
北
里
研
究
所
病
院

　
漢
方
鍼
灸

治
療
セ
ン
タ
ー
）
お
よ
び
山
崎
正
寿
先
生
（
漢
方
京
口
門
診
療
所
院

長
）
に
ご
講
演
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加

を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

追

　記
　
本
原
稿
出
稿
直
前
、
浅
田
流
を
体
現
さ
れ
て
い
た
山
崎
正
寿

先
生
の
訃
報
に
接
し
ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
演
依
頼
に
快
諾

さ
れ
、
ま
た
学
術
総
会
当
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
だ
け
に
と
て

も
残
念
で
す
。
山
崎
正
寿
先
生
の
ご
逝
去
に
対
し
、
深
く
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。
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緒
　
　
言

　
日
本
産
婦
人
科
学
会
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
更
年
期
と
は
閉
経
の
前

後
５
年
間
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
更
年
期
女
性
に
出
現
す
る
関
節
痛

に
は
、
変
形
性
関
節
症
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
膠
原
病
、
さ

ら
に
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
分
泌
低
下
が
原
因
と
な
る
も
の
、
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。
今
回
、
整
形
外
科
治
療
が
無
効
の
更
年
期
に
お
け
る
両

手
指
関
節
痛
に
対
し
、
当
帰
芍
薬
散
が
有
用
で
あ
っ
た
症
例
を
経
験

し
た
の
で
文
献
的
考
察
を
加
え
報
告
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
更
年
期
女
性
、
関
節
痛
、
当
帰
芍
薬
散

　
　
　
症
　
　
例

【
症
　
例
】　
58
歳
、
女
性

【
主
　
訴
】　
両
手
指
関
節
痛

【
既
往
歴
】　
51
歳
、
55
歳
：
パ
ニ
ッ
ク
障
害
（
心
療
内
科
に
て
通
院
治

療
）。
55
歳
、
58
歳
：
眩
暈
症
（
耳
鼻
科
に
て
通
院
治
療
）

【
そ
の
他
】　
52
歳
に
て
閉
経

【
家
族
歴
】　
特
記
事
項
な
し

【
現
病
歴
】　
55
歳
頃
か
ら
両
手
指
関
節
痛
が
出
現
し
た
。
整
形
外
科

を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
ヘ
バ
ー
デ
ン
結
節
と
の
診
断
で
経
過
観
察
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
症
状
は
増
悪
し
、
水
の
入
っ
た
コ
ッ
プ
を

持
つ
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
当
院
受
診
の
1
年
６

カ
月
前
に
同
じ
整
形
外
科
を
再
診
し
、
精
査
を
受
け
る
も
前
回
同
様

に
異
常
所
見
は
認
め
な
か
っ
た
。
引
き
続
き
経
過
観
察
と
な
っ
た

が
、
症
状
が
さ
ら
に
増
悪
し
た
た
め
、
当
院
受
診
の
５
カ
月
前
頃
よ

り
消
炎
外
用
剤
や
桂
枝
加
朮
附
湯
の
処
方
を
受
け
た
が
不
変
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
当
院
受
診
の
１
カ
月
前
に
婦
人
科
を
受
診
、
更
年
期
障

害
と
診
断
さ
れ
、
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
を
勧
め
ら
れ
た
が
拒
否
し

当
帰
芍
薬
散
が
有
用
で
あ
っ
た

　
　
更
年
期
女
性
の
両
手
指
関
節
痛
の
１
例

○
　1）

岸
本
圭
永
子
・
　2）

千
福
貞
博
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方
し
た
。
服
用
約
40
日
後
に
は
安
静
時
疼
痛
が
改
善
、
労
作
時
に
の

み
疼
痛
が
残
存
し
た
。
症
状
が
軽
減
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
常
生
活

に
お
け
る
支
障
が
な
く
な
っ
た
。
開
始
か
ら
６
カ
月
後
に
廃
薬
と
し

た
が
、
症
状
の
再
発
は
な
く
経
過
良
好
で
あ
る
。

　
　
　
考
　
　
察

　
　
本
疾
患
の
西
洋
医
学
的
な
診
断
と
治
療

　
関
節
痛
は
関
節
を
構
成
す
る
組
織
の
障
害
の
ほ
か
、
筋
肉
、
筋

膜
、
腱
、
靭
帯
な
ど
関
節
周
囲
の
組
織
の
障
害
に
よ
っ
て
も
生
じ

る
。
そ
の
原
因
と
し
て
変
形
性
関
節
症
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
種
々
の

自
己
免
疫
性
疾
患
、
悪
性
腫
瘍
、
血
液
疾
患
な
ど
、
整
形
外
科
領
域

に
と
ど
ま
ら
ず
多
岐
に
わ
た
る
。
今
回
経
験
し
た
更
年
期
障
害
に
お

け
る
関
節
痛
は
、
性
別
と
年
齢
に
制
限
が
か
か
る
た
め
確
定
診
断
が

比
較
的
容
易
と
想
像
さ
れ
る
が
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
種
々
の
自
己

免
疫
性
疾
患
の
好
発
年
齢
も
30
～
50
歳
代
で
あ
り
、
こ
れ
ら
疾
患
と

の
鑑
別
診
断
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
疾
患
に
よ
る
関
節
痛
の
原
因
と
し
て
は
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
低
下

が
主
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
女
性
は
40
歳
を
過
ぎ
る

と
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
値
の
低
下
が
始
ま
り
、
平
均
50
歳
で
閉
経
を
迎
え

る
。
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
受
容
体
は
筋
肉
や
腱
な
ど
の
関
節
支
持
組
織
に

も
分
布
し
、
そ
れ
ら
の
柔
軟
性
の
維
持
に
も
関
与
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
更
年
期
に
入
り
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
分
泌
の
不
安
定
化
や
低
下
が

た
。
以
上
の
総
合
的
な
経
過
か
ら
、
漢
方
治
療
を
希
望
し
当
院
受
診

と
な
っ
た
。

【
現
　
症
】　
身
長
166
・
７ 

cm
、
体
重
57
・
０ 

kg
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
20
・
９
、

血
圧
118
／
72 
mm 
Hg
、
脈
拍
64
／
分
。
体
温
35
・
３
℃
。
両
側
の
第

２
、
３
、
４
指
の
Ｍ
Ｐ
関
節
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
関
節
の
圧
痛
を
認
め
る
も
発

赤
・
熱
感
は
認
め
ず
。

【
血
液
生
化
学
的
検
査
所
見
】　
白
血
球
数
３
９
０
０
０
／
µL
、
Ｃ
Ｒ

Ｐ
０
・
02 

mg
／
dL
で
あ
り
、
基
準
値
内
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
抗

核
抗
体
は
陰
性
、
Ｒ
Ｆ
因
子
は≦
３
、
抗
Ｃ
Ｃ
Ｐ
抗
体
は＜

0.5
で
あ

り
、
い
ず
れ
の
検
査
項
目
も
陰
性
で
あ
っ
た
。

【
簡
略
更
年
期
指
数
（Sim

plified M
enopausal Index: SM

I

）】　

34
点
。
評
価
：
運
動
に
注
意
を
は
ら
い
、
生
活
様
式
な
ど
に
も
無
理

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
、
で
あ
っ
た
。

【
漢
方
医
学
的
所
見
】　
問
診
で
は
、
ふ
ら
つ
き
・
め
ま
い
・
乗
り
物

酔
い
し
や
す
い
・
の
ど
の
渇
き
、
な
ど
の
水
滞
と
考
え
ら
れ
る
症
状

を
訴
え
た
。
ま
た
、
閉
経
後
か
ら
の
不
調
で
あ
る
こ
と
、
固
定
性
の

疼
痛
で
あ
る
こ
と
、
の
２
点
よ
り
血
虚
・
瘀
血
が
関
与
す
る
症
状
と

と
ら
え
た
。
漢
方
医
学
的
診
察
で
は
、
脈
候
は
沈
・
弱
。
舌
候
は
暗

赤
色
で
胖
大
、
歯
痕
を
認
め
、
舌
苔
は
微
白
苔
で
あ
っ
た
。
腹
候
は

腹
力
軟
で
弱
（
腹
力
２
／
５
）、
臍
上
悸
と
右
臍
傍
圧
痛
を
認
め
た
。

【
経
　
過
】　
漢
方
医
学
的
所
見
よ
り
、
血
虚
・
水
滞
と
判
断
し
当
帰

芍
薬
散
医
療
用
エ
キ
ス
製
剤
（
ツ
ム
ラ
社
製
）
を
1
日
量
5.0
ｇ
で
処
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生
じ
る
と
、
関
節
の
柔
軟
性
が
低
下
し
、
こ
の
影
響
に
よ
っ
て
関
節
の

こ
わ
ば
り
や
関
節
痛
が
発
生
す
る
と
い
う
機
序
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　「
簡
略
更
年
期
指
数
（
Ｓ
Ｍ
Ｉ
）」
に
も
、
そ
の
評
価
項
目
の
最
後

に
「
手
足
の
節
（々
関
節
）
の
痛
み
が
あ
る
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
更
年
期
症
状
と
し
て
の
手
指
痛
に
、
明
確
な
診
断
基
準
や

治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
更
年
期
後
半
で
は
約
半

数
が
関
節
痛
を
訴
え
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
太
田（
１
）の

報
告
に
あ

る
よ
う
に
、
関
節
痛
を
専
門
と
す
る
整
形
外
科
医
に
お
い
て
も
本
疾

患
に
対
す
る
認
知
度
は
低
く
、
再
三
の
受
診
に
て
も
「
原
因
不
明
」

で
扱
わ
れ
、
専
門
的
な
医
療
介
入
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
と
推

察
さ
れ
て
い
る
。

　
本
症
例
に
お
い
て
も
、
閉
経
３
年
後
か
ら
出
現
し
た
手
指
関
節
痛

で
、
更
年
期
に
完
全
に
該
当
す
る
症
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
整
形
外

科
に
て
精
査
を
行
う
も
、
画
像
診
断
・
検
査
所
見
上
は
問
題
が
な

か
っ
た
た
め
、
当
初
、
変
形
性
関
節
症
で
あ
る
「
ヘ
バ
ー
デ
ン
結

節
」
の
診
断
名
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
病
名
を
告
げ
ら
れ

て
は
い
る
が
積
極
的
な
医
療
処
置
は
な
く
、「
経
過
観
察
」
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
後
、
症
状
が
増
悪
し
た
た
め
再
度
検
査
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
段
階
で
も
血
液
検
査
に
て
Ｃ
Ｒ
Ｐ
値
陰

性
、
Ｒ
Ｆ
因
子
・
抗
Ｃ
Ｃ
Ｐ
抗
体
と
も
に
陰
性
で
、
こ
れ
ら
で
関
節

リ
ウ
マ
チ
の
否
定
が
追
加
さ
れ
た
だ
け
で
、
再
び
経
過
観
察
と
な
っ

て
い
る
。
以
後
の
増
悪
、
す
な
わ
ち
、
３
度
目
の
受
診
で
初
め
て

N
SA

ID
s

と
、
病
名
か
ら
の
処
方
で
桂
枝
加
朮
附
湯
が
用
い
ら
れ
本

格
的
な
医
療
介
入
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
記
し
た
よ
う
に
、

疼
痛
の
発
症
機
序
が
通
常
の
炎
症
に
よ
る
も
の
と
は
異
な
る
た
め

か
、
い
ず
れ
の
薬
剤
も
無
効
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
本
症
例
に
「
簡
略
更
年
期
指
数
（
Ｓ
Ｍ
Ｉ
）」
が
診
断
の

参
考
に
な
る
か
と
考
え
て
問
診
を
追
加
し
た
が
、
明
ら
か
な
高
値
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
本
指
数
は
補
助
的
な
ツ
ー
ル
に
と
ど
ま
る
と
思

わ
れ
た
。
現
在
、
西
洋
医
学
的
に
、
本
疾
患
を
積
極
的
に
診
断
で
き

る
画
像
診
断
・
検
査
項
目
は
な
い
。
以
上
、
更
年
期
女
性
の
関
節
痛

に
お
い
て
は
、
本
疾
患
の
存
在
を
念
頭
に
し
て
複
数
科
の
検
査
結
果

を
総
合
的
に
判
断
し
、
除
外
診
断
に
よ
っ
て
確
定
診
断
に
至
る
も
の

と
考
え
る
。

　
　
更
年
期
関
節
痛
に
対
す
る
一
般
的
な
漢
方
医
学
的
な

　
　
診
断
（
弁
証
）
と
治
療

　
前
項
で
記
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
更
年
期
障
害
の
関
節
痛
は
「
診

断
が
つ
か
な
い
手
指
痛
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
た
め
、
こ
れ
を
検
索
項

目
と
し
て
漢
方
治
療
の
論
文
を
渉
猟
す
る
こ
と
と
し
た
。
中
村
は
葛

根
湯
も
し
く
は
葛
根
湯
加
朮
附
湯
エ
キ
ス
に
よ
り
手
指
痛
が
軽
減
し

た
４
例
の
報
告
を（
２
）、

中
西
は
明
ら
か
な
診
断
が
つ
か
な
い
手
指
痛
に

対
し
、
加
味
逍
遙
散
と
苓
姜
朮
甘
湯
の
エ
キ
ス
製
剤
併
用
に
よ
り
症

状
改
善
し
た
症
例
を
報
告
し
て
い
る（
３
）。

こ
の
他
に
投
与
さ
れ
た
漢
方
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　は
じ
め
に

　
上
腹
部
痛
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
柴
胡
桂
枝
湯
を
下
腹
部
痛

と
裏
急
後
重
を
伴
う
下
痢
に
応
用
し
著
効
し
た
一
例
を
経
験
し
た
た

め
報
告
す
る
。

　
　
　症

　
　例

【
症
　
例
】　
40
歳
代
、
男
性
（
自
験
例
）

【
主
　
訴
】　
下
腹
部
痛
、
下
痢

【
現
病
歴
】　
Ｘ
年
６
月
、
会
食
後
深
夜
1
時
頃
ホ
テ
ル
に
到
着
し
就

寝
し
た
。
同
日
３
時
頃
下
腹
部
痛
の
た
め
目
が
覚
め
た
。
以
後
５
時

ま
で
断
続
的
な
下
腹
部
痛
と
10
回
程
度
の
裏
急
後
重
を
伴
う
下
痢
が

持
続
し
た
。
当
日
の
仕
事
に
差
し
障
る
た
め
、
手
持
ち
の
漢
方
エ
キ

ス
製
剤
で
の
加
療
を
試
み
た
。

【
生
活
歴
】　
喫
煙
：
な
し
。
飲
酒
：
機
会
飲
酒

【
漢
方
医
学
的
所
見
】　

〔
自
覚
症
状
〕　
暑
が
り
、
発
熱
な
し
、
寒
気
な
し
、
断
続
的
な
下
腹

部
痛
あ
り
、
口
渇
あ
り
、
冷
た
い
物
が
欲
し
い
、
嘔
気
・
嘔
吐
な

し
、
心
窩
部
痛
な
し
、
肩
こ
り
な
し
、
頭
痛
な
し
、
冷
汗
あ
り
、

便
：
泥
状
～
水
様
、
10
回
／
２
時
間
、
尿
：
排
便
の
度
に
少
量
。

〔
他
覚
所
見
〕　
脈
候
：
浮
沈
中
間
、
虚
実
中
間
。
舌
候
、
腹
候
：
観

察
せ
ず
。

【
経
　
過
】　
急
性
の
激
し
い
腹
痛
と
裏
急
後
重
を
伴
う
頻
回
の
下
痢

で
あ
っ
た
た
め
黄
芩
湯
証
と
考
え
た
。
し
か
し
手
持
ち
の
漢
方
エ
キ

ス
製
剤
は
、
治
打
撲
一
方
、
真
武
湯
、
人
参
湯
、
八
味
地
黄
丸
、
麻

黄
附
子
細
辛
湯
、
小
青
竜
湯
、
桔
梗
湯
、
柴
胡
桂
枝
湯
、
人
参
養
栄

飯
塚
病
院
　
月
曜
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
　
臨
床
経
験
報
告
会
よ
り
〔
通
算
◯159
〕

『
最
近
の
治
験
・
知
見
・
事
件
!?
』　
パ
ー
ト
Ⅱ
◯�

下
腹
部
痛
と
裏
急
後
重
を
伴
う
下
痢
に
柴
胡
桂
枝
湯
が
著
効
し
た
自
験
例

○ 

井
上
博
喜
・
竹
内
　
肇
・
川
野
綾
子
・
矢
口
綾
子

 

中
尾
桂
子
・
吉
永
　
亮
・
矢
野
博
美
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　医
師
・
薬
剤
師
リ
レ
ー
治
験
録

　（228）

30
年
に
わ
た
る
鎮
痛
剤
の
効
か
な
い
下
腹
部
痛

○
　1）

飯
田
敏
雄
・
　2）

蓮
村
幸
兌
・ 

　3）

千
田
五
月
・
　4）

永
田
和
也

　
　
　症

　
　例

【
症

　例
】　
52
歳
、
女
性

【
経

　過
】　
11
歳
か
ら
生
理
が
始
ま
り
20
代
に
入
る
頃
か
ら
生
理
痛

が
ひ
ど
く
な
る
。

　
26
歳
の
時
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
の
生
理
痛
、
２
日
で
血
が
止

ま
り
お
か
し
い
と
婦
人
科
へ
。
〇
〇
市
民
病
院
に
て
卵
巣
（
多
分

左
）
が
８
cm
ほ
ど
に
腫
れ
て
い
た
た
め
、
開
腹
手
術
で
部
分
的
に
摘

出
。
将
来
子
供
を
産
む
可
能
性
が
あ
る
た
め
卵
巣
は
残
す
形
と
な
っ

た
。

　
そ
の
後
下
腹
部
痛
が
始
ま
り
、 

20
代
の
う
ち
に
半
年
間
生
理
を
止

め
る
ホ
ル
モ
ン
注
射
を
２
回
受
け
る
。
そ
の
間
腹
痛
は
抑
え
ら
れ
た

が
、
こ
れ
以
上
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
ま
た
腹
痛
が
始
ま
る
。
ひ
ど

い
時
は
夜
も
眠
れ
な
い
ほ
ど
の
痛
み
、
24
時
間
痛
い
と
い
う
日
が
何

日
も
続
く
。

　
早
く
子
供
を
産
め
ば
治
る
か
も
し
れ
な
い
と
言
わ
れ
た
が
、 

29
歳

で
結
婚
、
30
歳
で
死
産
（
無
脳
児
）、
そ
の
後
か
ら
だ
の
こ
と
を
夫

に
は
理
解
さ
れ
ず
離
婚
し
て
し
ま
い
子
供
に
は
縁
が
な
か
っ
た
。

　
30
代
前
半
は
漢
方
薬
局
を
探
し
何
か
の
漢
方
薬
を
服
用
し
た
が
改

善
せ
ず
、
痛
み
止
め
（
鎮
痛
剤
や
座
薬
鎮
痛
剤
）
で
も
効
果
な
く
、

病
院
も
何
軒
も
回
っ
た
が
西
洋
医
学
で
は
正
常
と
の
こ
と
で
原
因
不

明
。
腸
が
原
因
か
も
と
考
え
大
腸
内
視
鏡
検
査
し
た
が
異
常
な
し
。

そ
の
後
40
代
後
半
に
も
２
回
大
腸
内
視
鏡
検
査
、
腸
が
荒
れ
て
い
る

と
言
わ
れ
た
程
度
。 

36
歳
の
時
に
低
容
量
ピ
ル
を
飲
み
始
め
10
年

間
、
46
歳
で
服
用
を
止
め
る
ま
で
痛
み
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

　
46
歳
３
月
で
会
社
を
退
職
し
直
後
４
月
に
虫
垂
炎
で
入
院
、 

開
腹
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手
術
。
７
月
に
自
営
業
（
エ
ス
テ
）
開
業
。
秋
頃
か
ら
低
容
量
ピ
ル

を
や
め
る
と
年
末
か
ら
ま
た
お
腹
が
痛
み
出
す
。

　
閉
経
ま
で
の
我
慢
と
思
っ
た
が
や
は
り
耐
え
ら
れ
ず
、 

友
人
に
教

え
て
も
ら
っ
た
某
診
療
所
に
47
歳
か
ら
通
い
出
す
。
器
具
や
指
で
子

宮
の
中
を
動
か
し
、
左
後
ろ
？

　
に
引
っ
張
ら
れ
た
子
宮
の
位
置
を

戻
す
子
宮
の
整
体
と
漢
方
薬
の
併
用
。
骨
盤
内
組
織
が
コ
ル
ク
の
よ

う
に
硬
く
な
っ
て
い
る
、
リ
ン
パ
や
血
流
の
流
れ
を
良
く
す
る
施
術

と
の
こ
と
。
子
宮
の
奥
と
左
側
の
鼠
蹊
部
か
ら
腿
の
付
け
根
に
か
け

て
稲
妻
が
走
る
よ
う
な
激
痛
に
耐
え
、
４
～
５
年
間
で
100
回
以
上
は

通
っ
た
。
直
後
良
く
な
る
が
、
根
本
的
に
は
治
ら
ず
痛
か
っ
た
り
痛

く
な
か
っ
た
り
を
繰
り
返
し
、
52
歳
７
月
で
一
旦
通
う
の
を
や
め

た
。
診
療
所
で
出
さ
れ
て
い
た
当
帰
芍
薬
散
エ
キ
ス
顆
粒
、
桂
枝
茯

苓
丸
エ
キ
ス
顆
粒
を
飲
み
続
け
て
い
た
。
痛
み
は
消
え
な
か
っ
た

が
、
多
少
効
い
て
い
る
よ
う
な
印
象
も
あ
り
、
こ
こ
1
年
く
ら
い
は

桂
枝
茯
苓
丸
エ
キ
ス
顆
粒
だ
け
を
続
け
て
い
た
。

　
他
に
も
漢
方
医
に
か
か
り
、
時
々
瘀
血
を
首
肩
こ
め
か
み
な
ど
か

ら
抜
い
て
も
ら
い
漢
方
も
出
し
て
も
ら
っ
た
が
あ
ま
り
良
く
な
ら
な

い
。
脳
が
痛
み
を
作
り
出
し
て
い
る
の
で
は
？

　
と
言
わ
れ
た
こ
ろ

に
通
う
の
を
や
め
て
し
ま
っ
た
。

　
50
歳
で
閉
経
し
た
が
腹
痛
は
治
ら
な
い
。
腹
痛
の
場
所
は
左
右
鼠

径
部
と
腰
、
臍
ま
で
痛
む
こ
と
が
あ
り
痛
く
な
っ
た
り
痛
く
な
く

な
っ
た
り
を
繰
り
返
し
、
痛
く
な
る
と
数
週
間
続
く
。
腹
痛
と
頭
痛

が
セ
ッ
ト
で
く
る
こ
と
も
多
い
。
体
調
は
、
手
足
は
冷
た
く
冷
え

性
。
便
は
毎
日
あ
る
が
硬
め
の
コ
ロ
コ
ロ
便
で
腹
満
あ
り
。
舌
は
薄

白
色
で
乾
燥
、
舌
裏
の
怒
張
は
少
々
。
水
分
摂
取
は
２
リ
ッ
ト
ル
弱

で
、
小
便
は
日
に
10
回
、
40
代
後
半
よ
り
夜
間
尿
３
～
４
回
、
背
中

か
ら
肩
、
首
ま
で
凝
っ
て
い
る
。
起
床
時
に
頭
痛
す
る
こ
と
が
あ

る
。

　
桂
枝
茯
苓
丸
を
ひ
き
つ
づ
き
服
用
す
る
し
か
な
い
で
し
ょ
う
か
？

と
ご
来
店
さ
れ
た
。
医
療
用
の
桂
枝
茯
苓
丸
は
エ
キ
ス
剤
で
あ
る
た

め
、
効
果
は
数
段
上
の
生
薬
の
原
末
と
ハ
チ
ミ
ツ
で
作
成
し
た
桂
枝

茯
苓
丸
は
試
す
価
値
が
あ
る
。
そ
れ
に
、
痛
み
は
あ
っ
た
り
な
く

な
っ
た
り
と
動
き
が
あ
る
か
ら
改
善
が
見
込
ま
れ
る
と
思
い
熟
考
。

そ
こ
で
処
方
は
、
い
ま
ま
で
様
々
な
難
し
い
病
気
に
対
応
し
て
き
た

処
方
で
あ
り
、
鼠
径
部
痛
（
圧
痛
点
）、
四
肢
の
冷
え
、
頭
痛
、
久

寒
と
い
え
ば
当
帰
四
逆
加
呉
茱
萸
生
姜
湯
に
決
定
。

　
　
　考

　
　察

　当
帰
四
逆
加
呉
茱
萸
生
姜
湯
（
薬
局
製
造
医
薬
品
量
）

　「
当
帰
３
ｇ

　
桂
皮
３
ｇ

　
芍
薬
３
ｇ

　
木
通
３
ｇ

　
細
辛
２
ｇ

甘
草
２
ｇ

　
大
棗
５
ｇ

　
呉
茱
萸
２
ｇ

　
乾
生
姜
１
ｇ
」
呉
茱
萸
と

生
姜
が
少
な
い
が
し
か
た
が
な
い
。
し
か
も
値
段
が
高
い
か
ら
子
供

量
で
服
用
す
る
と
い
う
。
煎
じ
薬
を
８
日
分
渡
し
た
。『
傷
寒
論
』

を
見
せ
る
と
自
分
で
ひ
ね
生
姜
や
日
本
酒
を
少
量
加
え
て
作
っ
た
よ
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う
だ
。

　
２
回
目
来
店
時
、
腹
痛
は
な
く
な
ら
な
い
が
便
通
も
良
く
な
っ
て

き
て
か
ら
だ
が
温
ま
る
と
い
う
。
値
段
の
こ
と
や
仕
事
が
忙
し
く
て

ど
う
し
て
も
煎
じ
薬
が
で
き
な
い
と
い
う
た
め
、
エ
キ
ス
剤
へ
変

更
。
１
週
間
も
す
る
と
腹
痛
、
腰
痛
、
頭
痛
は
な
く
な
っ
た
。
そ
れ

か
ら
同
処
方
の
エ
キ
ス
顆
粒
を
さ
ら
に
１
日
２
回
へ
減
薬
し
た
が
経

過
は
順
調
で
、
夜
間
尿
も
減
っ
て
き
た
。
約
５
カ
月
服
用
し
て
い
る

が
腹
痛
は
全
く
な
く
、
腹
満
も
な
く
熟
睡
で
き
て
不
安
も
な
く
、
朝

の
頭
痛
も
改
善
し
こ
れ
ほ
ど
痛
み
が
な
い
の
は
久
し
ぶ
り
と
喜
ば
れ

て
い
る
。

　大
塚
敬
節
先
生
（
１
）

　「
愁
訴
が
多
く
て
複
雑
で
、
神
経
的
要
素
が
多
い
。
数
年
に
亙
っ

て
苦
し
む
と
い
う
の
に
、
そ
れ
ほ
ど
衰
弱
し
て
い
な
い
。
多
く
は
腹

痛
、
腰
痛
、
四
肢
痛
な
ど
を
訴
え
、
ひ
き
つ
れ
る
よ
う
な
痛
み
、

つ
っ
ぱ
る
よ
う
な
痛
み
、
気
持
ち
悪
く
痛
む
と
い
う
も
の
は
当
帰
四

逆
湯
の
証
で
あ
る
」（『
漢
方
の
臨
床
』
12
（
９
））

 

　「当
帰
四
逆
湯
と
当
帰
四
逆
加
呉
茱
萸
生
姜
湯
を
疝
に
用
い
た
症
例
」

　
女
性
24
名
、
男
性
３
名
に
対
す
る
症
例

　
当
帰
四
逆
湯
お
よ
び
当
帰
四
逆
加
呉
茱
萸
生
姜
湯
の
適
応
し
え
た

も
の
の
呈
し
た
症
状
、
足
冷
16
、
腹
痛
16
、
頭
痛
11
、
肩
こ
り
11
、

腰
痛
10
、
腹
張
10
、
疲
労
感
９
、
月
経
異
常
９
、
下
痢
傾
向
７
、
便

秘
６
、
下
肢
痛
６
、
性
欲
減
退
６
、
上
逆
５
、
背
痛
４
、
上
肢
痛

３
、
不
妊
２
。

 

　腹
痛
の
状
態
は

１
．
つ
れ
る
、
つ
っ
ぱ
る
、
ひ
き
つ
れ
る
、
硬
く
な
る
。
気
持
ち
悪

く
痛
む
、
は
る
、
し
ぼ
る
。

２
．
上
と
下
で
痛
む
場
合
が
多
い
。

３
．
冬
増
悪
し
、
冷
え
る
と
わ
る
い
。

４
．
疼
痛
に
消
長
が
あ
る
。

５
．
夫
婦
関
係
の
後
悪
化
す
る
。

６
．
近
代
医
学
の
診
断
で
疼
痛
の
原
因
が
不
明
の
も
の
多
く
、
そ
の

治
療
も
無
効
。

  

　発
病
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
既
往
歴

　
搔
爬
、
流
産
、
分
娩
、
子
宮
筋
腫
の
手
術
、
卵
巣
の
手
術
、
卵
巣

炎
、
卵
管
炎
、
虫
垂
炎
、
膣
脱
の
手
術
、
ヘ
ル
ニ
ア
の
手
術
、
腸
閉

塞
の
手
術
、
子
宮
の
切
除
、
腹
膜
炎
、
腸
結
核
、
癒
着
、
ホ
ル
モ
ン

剤
の
濫
用
。

　大
塚
先
生
の
結
論

　
当
帰
四
逆
湯
と
当
帰
四
逆
加
呉
茱
萸
生
姜
湯
は
、
古
人
が
疝
と
よ
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出　

題　

畝　

田　

一　

司

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1 ２

０
２
5
年
4
月
号
出
題　

第
69
問

腹
部
膨
満
感
、
嘔
気

【
症　

例
】　

66
歳
、
女
性

【
主　

訴
】　

腹
部
膨
満
感
、
悪
心

【
現
病
歴
】　

当
科
に
て
８
年
前
よ
り
加
療
中
で
あ
る
。
日
常
的
に
仕

事
や
家
族
関
係
に
起
因
す
る
精
神
的
ス
ト
レ
ス
に
頻
繁
に
晒
さ
れ
て

お
り
、
不
安
な
ど
の
精
神
症
状
や
排
便
障
害
に
対
し
て
漢
方
薬
を
継

続
的
に
使
用
し
て
い
た
。
ま
た
、
肺
非
結
核
性
抗
酸
菌
症
の
診
断
で

当
院
呼
吸
器
内
科
へ
も
通
院
し
て
い
た
が
、
抗
菌
薬
の
使
用
は
行
わ

ず
、
肺
病
変
は
縮
小
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

　

２
週
間
前
よ
り
左
側
腹
部
痛
が
出
現
し
、
他
科
に
て
大
腸
憩
室
炎

の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、
抗
菌
薬
治
療
を
受
け
た
。
抗
菌
薬
治
療
後
、

腹
痛
は
軽
減
し
た
も
の
の
、
代
わ
り
に
腹
部
膨
満
感
と
嘔
気
が
出
現

し
た
。ま
た
、排
便
回
数
は
２
～
３
日
ご
と
に
１
行
へ
減
少
し
た
。当

科
の
定
期
外
来
受
診
時
は
柴
胡
桂
枝
乾
姜
湯
合
半
夏
厚
朴
湯
（
煎
剤
）	

を
服
用
し
て
い
た
が
、患
者
か
ら
相
談
を
受
け
、証
の
再
考
を
行
っ
た
。

【
既
往
歴
】　

40
歳
：
過
敏
性
腸
症
候
群
、
54
歳
：
メ
ニ
エ
ー
ル
病
、

高
血
圧
、
58
歳
：
肺
非
結
核
性
抗
酸
菌
症
（M

.intracellulare

）、
62

歳
：
大
腸
憩
室
症

【
家
族
歴
】　

父
：
慢
性
腎
臓
病
、
母
：
高
血
圧
、
弟
：
過
敏
性
腸
症

候
群

【
生
活
歴
】　

機
会
飲
酒
、N

ever sm
oker

、
息
子
と
同
居
中

【
現　

症
】　

身
長
141
・
７
㎝
、
体
重
41
・
５
㎏
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
20
・
７
㎏

／
㎡
、
血
圧
129
／
77
㎜
Hg
、
脈
拍
82
回
／
分
、
体
温
36
・
６
℃
、

　

左
側
腹
部
を
圧
迫
す
る
と
、
わ
ず
か
な
不
快
感
を
認
め
る
。

【
漢
方
医
学
的
所
見
】

〈�
望
診
〉
顔
色
：
や
や
血
色
不
良
、
体
型
：
痩
身
、
皮
膚
：
軽
度
の
乾

燥
、
舌
：
淡
紅
色
で
腫
大
を
伴
う
歯
痕
舌
、
均
一
な
厚
白
苔
、
軽
度

の
舌
下
静
脈
怒
張

〈�

聞
診
〉
腸
雑
音
：
亢
進
・
減
弱
な
し
、
便
臭
：
に
お
わ
な
い

〈�

問
診
〉
嘔
気
あ
り
、
嘔
吐
な
し
、
時
折
曖
気
あ
り
、
食
事
可
能
。
睡
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数
を
ご
記
入
下
さ
い
。

５
．
投
稿
原
稿
の
共
同
著
者
は
基
本
的
に
６
名
以
内
（
投
稿
原
稿

に
寄
与
し
た
も
の
に
限
る
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

６
．
掲
載
原
稿
及
び
電
子
デ
ー
タ
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ

ん
。
手
元
に
コ
ピ
ー
を
保
存
し
て
下
さ
い
。
著
者
校
正
は
原
則

と
し
て
１
回
で
す
。

７
．
別
刷
は
希
望
者
に
原
則
30
部
を
無
料
進
呈
し
ま
す
。
そ
れ
以

上
、
カ
ラ
ー
刷
分
、
掲
載
12
頁
超
過
分
は
実
費
に
な
り
ま
す
。

別
刷
希
望
者
は
校
正
時
に
部
数
を
明
示
し
て
下
さ
い
。

８
．
カ
ラ
ー
印
刷
は
実
費
に
な
り
ま
す
。

９
．
原
稿
は
原
則
的
に
電
子
入
稿
と
し
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

は
添
付
フ
ァ
イ
ル
で
投
稿
可
。
郵
送
の
場
合
は
打
ち
出
し
原
稿
と

電
子
媒
体
（
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
な
ど
）
を
セ
ッ
ト
に
し
て
提

出
。
手
書
き
の
場
合
は
、
400
字
詰
の
原
稿
用
紙
に
図
表
（
１
つ
400

字
に
換
算
）、
文
献
を
含
め
30
枚
以
内
に
し
て
下
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
の
入
稿
も
可
（
本
誌
１
頁
の
文
字
数
は
約
１
０
０
０
字
）。

　
　
規
定
文
字
数
を
大
幅
に
超
過
し
て
本
誌
に
掲
載
す
る
場
合
（
掲

載
12
頁
超
）、
超
過
分
の
実
費
は
著
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
　〔原
稿
送
付
先
〕

　
〒
１
０
２
─０
０
７
２

　
東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
１
─12
─７ 

Ｍ
Ｓ
ビ
ル
７
階

　
　
　
　
東
亜
医
学
協
会
　
編
集
局
　
宛

　
　
電
　
話
：
０
３（
３
２
６
４
）８
４
１
０

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３（
３
２
６
５
）５
９
９
５

　
Ｅ
メ
ー
ル
：dom

ei-toa@
nifty.com

　（
例
）Fin A

, Reinhardt J, K
een D

, et al.: Influenza treat-
ed w

ith Ephedra D
ecoction. T

raditional Sino-Japanese 
M

edicine, 15, 235-242, 2008

〈
書
籍
の
場
合
〉

　
著
者
名
：
書
名
、
発
行
所
、
発
行
地
、
該
当
頁
、
発
行
年

　（
例
）
東
亜
尚
助:

生
薬
学
概
論
、
漢
薬
社
、
東
京
、
Ｐ
９
～

15
、
２
０
０
２

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
〉

　
著
者
（
機
関
）
名
：
論
文
名
、
サ
イ
ト
名
、
発
表
年
（
最
終
閲
覧

日
：
○
年
○
月
○
日
）、http://

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
（
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
場
合
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
名
、
巻
、
号
、
頁
を
追
記

す
る
）

　
　投
稿
の
採
否
等

１
．
採
否
は
編
集
企
画
委
員
会
も
し
く
は
編
集
局
が
決
定
し
ま
す

（
原
著
論
文
に
関
し
て
は
、
編
集
企
画
委
員
会
が
委
嘱
し
た
複
数
の

審
査
員
の
意
見
を
参
考
に
し
て
決
定
す
る
）。
編
集
方
針
に
よ
り
加

筆
削
除
等
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
論
文
区
分

を
編
集
企
画
委
員
会
が
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２
．
二
重
投
稿
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
本
協
会
H 

P
掲

載
の
「
二
重
投
稿
に
つ
い
て
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

３
．
他
の
雑
誌
や
書
籍
掲
載
の
図
表
を
転
載
す
る
場
合
は
、
著
者

自
ら
が
当
該
出
版
社
等
に
転
載
の
許
諾
を
と
り
、
転
載
許
可
書

を
編
集
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
編
集
方
針
に
よ

り
、
転
載
の
許
諾
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、
転
載
許
可
書
の

提
出
を
著
者
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

４
．
投
稿
原
稿
が
複
数
回
連
続
す
る
場
合
は
、
お
よ
そ
の
連
載
回

協会Ｅメール

「
論
説
」
と
は
、
漢
方
医
学
に
関
す
る
事
物
の
解
説
や
説
明
を
目

的
と
す
る
文
を
い
い
ま
す
。

「
症
例
報
告
」
は
、
会
員
が
経
験
し
た
症
例
の
治
療
経
過
を
報
告

す
る
も
の
で
、
漢
方
的
な
治
療
方
法
が
読
者
に
理
解
で
き
る
よ

う
に
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
簡
潔
明
瞭
な
報
告
を
期
待

し
ま
す
。
原
著
論
文
以
外
は
厳
密
な
形
式
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

場
合
に
よ
り
修
正
を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

　
　原

著

論

文

１
．
構
成
は
、
は
じ
め
に
（
緒
言
）、
研
究
対
象
及
び
方
法
、
結

果
、
考
察
、
結
論
、
引
用
文
献
の
形
式
で
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
表
題
、
著
者
名
、
所
属
、
要
旨
、
５
つ
以
内
の
キ
ー
ワ
ー
ド

（
い
ず
れ
も
英
文
及
び
和
文
で
記
述
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
別
紙
に
、「
本
論
文
の
内
容
は
他
誌
に
未
発
表
で
あ
り
、
投

稿
中
で
も
な
い
」
旨
を
明
記
し
、
論
文
タ
イ
ト
ル
、
著
者
全
員

の
署
名
捺
印
に
日
付
を
付
し
て
、
編
集
企
画
委
員
会
宛
と
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　引

用

文

献

　
引
用
文
献
は
原
則
20
篇
ま
で
、
本
文
末
尾
に
一
括
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
雑
誌
の
場
合
〉

　
著
者
名
：
題
名
、
雑
誌
名
、
巻（
号
）、
該
当
頁
、
発
行
年

　（
例
）
漢
方
太
郎:

周
術
期
深
部
静
脈
血
栓
症
に
対
す
る
桂
枝
茯

苓
丸
料
エ
キ
ス
の
予
防
効
果
、
臨
床
漢
方
、
54（
２
）、
Ｐ
236
～

239
、
２
０
０
２

　
　投

　稿

　規

　定
（
２
０
２
３
年
２
月
改
訂
）

　
　投
稿
の
資
格
及
び
受
付
原
稿

１
．
投
稿
資
格
は
原
則
と
し
て
東
亜
医
学
協
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

　（
共
同
著
者
も
同
様
。
但
し
、
行
事
報
告
及
び
予
告
な
ど
は
そ
の
限
り

で
は
な
い
）

２
．
原
稿
は
、
論
文
・
総
説
・
論
説
・
症
例
報
告
・
行
事
報
告
及

び
予
告
・
随
想
・
そ
の
他
漢
方
医
学
に
関
係
す
る
も
の
す
べ
て

を
対
象
と
し
ま
す
。

　
　
原
稿
の
字
体
は
、
常
用
漢
字
に
基
づ
く
字
体
（
通
用
字
体
）

と
し
、
旧
字
体
・
簡
体
字
・
繁
体
字
は
原
則
用
い
な
い
こ
と
と

し
ま
す
。
原
則
、
使
用
薬
剤
は
初
出
も
し
く
は
本
文
末
に
製
薬

会
社
名（
医
療
用
・
一
般
用
を
含
む
）・
剤
形（
エ
キ
ス
剤
・
煎
剤
等
）

を
付
記
し
て
下
さ
い
。

３
．
本
誌
掲
載
原
稿
の
著
作
権
は
東
亜
医
学
協
会
に
帰
属
し
ま
す
。

４
．
投
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
本
協
会
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
「
患
者
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る
指
針
」
を
遵
守
し
て
下
さ
い
。

　
　論
稿
の
区
分

「
論
文
」
と
は
、
漢
方
医
学
の
あ
る
分
野
の
研
究
成
果
を
公
表
す

る
も
の
で
、
一
般
論
文
と
原
著
論
文
と
が
あ
り
、
他
誌
に
未
発

表
の
も
の
で
す
。

「
総
説
」
と
は
、（
東
洋
医
学
の
）
あ
る
分
野
に
つ
い
て
、
す
で
に

公
表
さ
れ
た
論
文
や
著
書
の
知
識
を
新
た
に
加
筆
修
正
し
、
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
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　東
亜
医
学
協
会
の
活
動
の
概
要

　
昭
和
９
（
１
９
３
４
）
年
５
月
に
、
日
本
の
漢
方
医
学
復
興
を
願
う
医
師
、
薬
剤

師
、
鍼
灸
師
ら
が
日
本
漢
方
医
学
会
を
創
設
し
、
機
関
紙
と
し
て
月
刊
『
漢
方
と
漢

薬
』
の
発
刊
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
翌
昭
和
10
年
10
月
、
漢
方
医
学
講
習
会
を
実
践
す
る
「
偕
行
学
苑
」
が
発
足
し
、

同
11
年
よ
り
拓
殖
大
学
に
て
漢
方
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
翌
12
年
か
ら
拓

殖
大
学
漢
方
講
座
に
昇
格
し
ま
し
た
が
、
翌
年
の
昭
和
13
（
１
９
３
８
）
年
11
月
に
、

大
塚
敬
節
、
矢
数
道
明
ら
の
主
唱
に
よ
り
、
本
講
座
を
母
体
と
し
て
東
亜
医
学
協
会

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
亜
医
学
協
会
は
、
戦
局
の
悪
化
に
と
も
な
い
、
昭
和
19
年
に
一
旦
活
動
を
休
止

し
ま
し
た
が
、
戦
後
の
昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
に
再
発
足
し
、
同
年
８
月
よ
り
会
員

誌
、
月
刊
『
漢
方
の
臨
床
』
を
発
行
し
、『
漢
方
と
漢
薬
』
の
精
神
を
継
承
す
る
も
の

と
し
て
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
東
亜
医
学
協
会
の
活
動
方
針
と
し
て
、
先
人
の
業
績
の
発
掘
と
顕
彰
、
日
本
漢
方

の
真
価
の
追
求
と
継
承
、
近
隣
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
学
術
交
流
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
３
（
１
９
９
１
）
年
か
ら
は
、
一
年
に
一
度
「
漢
方
治
療
研
究
会
」
を
開

催
し
、
日
本
東
洋
医
学
会
の
支
援
の
も
と
で
学
術
の
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。

理
事
長

　松

　田

　隆

　秀
　
　 数

を
ご
記
入
下
さ
い
。

５
．
投
稿
原
稿
の
共
同
著
者
は
基
本
的
に
６
名
以
内
（
投
稿
原
稿

に
寄
与
し
た
も
の
に
限
る
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

６
．
掲
載
原
稿
及
び
電
子
デ
ー
タ
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ

ん
。
手
元
に
コ
ピ
ー
を
保
存
し
て
下
さ
い
。
著
者
校
正
は
原
則

と
し
て
１
回
で
す
。

７
．
別
刷
は
希
望
者
に
原
則
30
部
を
無
料
進
呈
し
ま
す
。
そ
れ
以

上
、
カ
ラ
ー
刷
分
、
掲
載
12
頁
超
過
分
は
実
費
に
な
り
ま
す
。

別
刷
希
望
者
は
校
正
時
に
部
数
を
明
示
し
て
下
さ
い
。

８
．
カ
ラ
ー
印
刷
は
実
費
に
な
り
ま
す
。

９
．
原
稿
は
原
則
的
に
電
子
入
稿
と
し
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

は
添
付
フ
ァ
イ
ル
で
投
稿
可
。
郵
送
の
場
合
は
打
ち
出
し
原
稿
と

電
子
媒
体
（
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
な
ど
）
を
セ
ッ
ト
に
し
て
提

出
。
手
書
き
の
場
合
は
、
400
字
詰
の
原
稿
用
紙
に
図
表
（
１
つ
400

字
に
換
算
）、
文
献
を
含
め
30
枚
以
内
に
し
て
下
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
の
入
稿
も
可
（
本
誌
１
頁
の
文
字
数
は
約
１
０
０
０
字
）。

　
　
規
定
文
字
数
を
大
幅
に
超
過
し
て
本
誌
に
掲
載
す
る
場
合
（
掲

載
12
頁
超
）、
超
過
分
の
実
費
は
著
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
　〔原
稿
送
付
先
〕

　
〒
１
０
２
─０
０
７
２

　
東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
１
─12
─７ 

Ｍ
Ｓ
ビ
ル
７
階

　
　
　
　
東
亜
医
学
協
会
　
編
集
局
　
宛

　
　
電
　
話
：
０
３（
３
２
６
４
）８
４
１
０

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３（
３
２
６
５
）５
９
９
５

　
Ｅ
メ
ー
ル
：dom

ei-toa@
nifty.com

　（
例
）Fin A

, Reinhardt J, K
een D

, et al.: Influenza treat-
ed w

ith Ephedra D
ecoction. T

raditional Sino-Japanese 
M

edicine, 15, 235-242, 2008
〈
書
籍
の
場
合
〉

　
著
者
名
：
書
名
、
発
行
所
、
発
行
地
、
該
当
頁
、
発
行
年

　（
例
）
東
亜
尚
助:

生
薬
学
概
論
、
漢
薬
社
、
東
京
、
Ｐ
９
～

15
、
２
０
０
２

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
〉

　
著
者
（
機
関
）
名
：
論
文
名
、
サ
イ
ト
名
、
発
表
年
（
最
終
閲
覧

日
：
○
年
○
月
○
日
）、http://

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
（
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
場
合
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
名
、
巻
、
号
、
頁
を
追
記

す
る
）

　
　投
稿
の
採
否
等

１
．
採
否
は
編
集
企
画
委
員
会
も
し
く
は
編
集
局
が
決
定
し
ま
す

（
原
著
論
文
に
関
し
て
は
、
編
集
企
画
委
員
会
が
委
嘱
し
た
複
数
の

審
査
員
の
意
見
を
参
考
に
し
て
決
定
す
る
）。
編
集
方
針
に
よ
り
加

筆
削
除
等
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
論
文
区
分

を
編
集
企
画
委
員
会
が
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２
．
二
重
投
稿
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
本
協
会
H 
P
掲

載
の
「
二
重
投
稿
に
つ
い
て
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

３
．
他
の
雑
誌
や
書
籍
掲
載
の
図
表
を
転
載
す
る
場
合
は
、
著
者

自
ら
が
当
該
出
版
社
等
に
転
載
の
許
諾
を
と
り
、
転
載
許
可
書

を
編
集
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
編
集
方
針
に
よ

り
、
転
載
の
許
諾
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、
転
載
許
可
書
の

提
出
を
著
者
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

４
．
投
稿
原
稿
が
複
数
回
連
続
す
る
場
合
は
、
お
よ
そ
の
連
載
回

協会Ｅメール

「
論
説
」
と
は
、
漢
方
医
学
に
関
す
る
事
物
の
解
説
や
説
明
を
目

的
と
す
る
文
を
い
い
ま
す
。

「
症
例
報
告
」
は
、
会
員
が
経
験
し
た
症
例
の
治
療
経
過
を
報
告

す
る
も
の
で
、
漢
方
的
な
治
療
方
法
が
読
者
に
理
解
で
き
る
よ

う
に
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
簡
潔
明
瞭
な
報
告
を
期
待

し
ま
す
。
原
著
論
文
以
外
は
厳
密
な
形
式
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

場
合
に
よ
り
修
正
を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

　
　原

著

論

文

１
．
構
成
は
、
は
じ
め
に
（
緒
言
）、
研
究
対
象
及
び
方
法
、
結

果
、
考
察
、
結
論
、
引
用
文
献
の
形
式
で
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
表
題
、
著
者
名
、
所
属
、
要
旨
、
５
つ
以
内
の
キ
ー
ワ
ー
ド

（
い
ず
れ
も
英
文
及
び
和
文
で
記
述
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
別
紙
に
、「
本
論
文
の
内
容
は
他
誌
に
未
発
表
で
あ
り
、
投

稿
中
で
も
な
い
」
旨
を
明
記
し
、
論
文
タ
イ
ト
ル
、
著
者
全
員

の
署
名
捺
印
に
日
付
を
付
し
て
、
編
集
企
画
委
員
会
宛
と
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　引

用

文

献

　
引
用
文
献
は
原
則
20
篇
ま
で
、
本
文
末
尾
に
一
括
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
雑
誌
の
場
合
〉

　
著
者
名
：
題
名
、
雑
誌
名
、
巻（
号
）、
該
当
頁
、
発
行
年

　（
例
）
漢
方
太
郎:

周
術
期
深
部
静
脈
血
栓
症
に
対
す
る
桂
枝
茯

苓
丸
料
エ
キ
ス
の
予
防
効
果
、
臨
床
漢
方
、
54（
２
）、
Ｐ
236
～

239
、
２
０
０
２

　
　投

　稿

　規

　定
（
２
０
２
３
年
２
月
改
訂
）

　
　投
稿
の
資
格
及
び
受
付
原
稿

１
．
投
稿
資
格
は
原
則
と
し
て
東
亜
医
学
協
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

　（
共
同
著
者
も
同
様
。
但
し
、
行
事
報
告
及
び
予
告
な
ど
は
そ
の
限
り

で
は
な
い
）

２
．
原
稿
は
、
論
文
・
総
説
・
論
説
・
症
例
報
告
・
行
事
報
告
及

び
予
告
・
随
想
・
そ
の
他
漢
方
医
学
に
関
係
す
る
も
の
す
べ
て

を
対
象
と
し
ま
す
。

　
　
原
稿
の
字
体
は
、
常
用
漢
字
に
基
づ
く
字
体
（
通
用
字
体
）

と
し
、
旧
字
体
・
簡
体
字
・
繁
体
字
は
原
則
用
い
な
い
こ
と
と

し
ま
す
。
原
則
、
使
用
薬
剤
は
初
出
も
し
く
は
本
文
末
に
製
薬

会
社
名（
医
療
用
・
一
般
用
を
含
む
）・
剤
形（
エ
キ
ス
剤
・
煎
剤
等
）

を
付
記
し
て
下
さ
い
。

３
．
本
誌
掲
載
原
稿
の
著
作
権
は
東
亜
医
学
協
会
に
帰
属
し
ま
す
。

４
．
投
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
本
協
会
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
「
患
者
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る
指
針
」
を
遵
守
し
て
下
さ
い
。

　
　論
稿
の
区
分

「
論
文
」
と
は
、
漢
方
医
学
の
あ
る
分
野
の
研
究
成
果
を
公
表
す

る
も
の
で
、
一
般
論
文
と
原
著
論
文
と
が
あ
り
、
他
誌
に
未
発

表
の
も
の
で
す
。

「
総
説
」
と
は
、（
東
洋
医
学
の
）
あ
る
分
野
に
つ
い
て
、
す
で
に

公
表
さ
れ
た
論
文
や
著
書
の
知
識
を
新
た
に
加
筆
修
正
し
、
ま

と
め
た
も
の
で
す
。




